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(百万円未満切捨て)
１．2021年３月期の連結業績（2020年４月１日～2021年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年３月期 26,727 △8.6 2,190 4.0 2,393 3.2 1,544 △11.8

2020年３月期 29,251 △7.8 2,105 0.8 2,318 1.6 1,750 6.5
(注) 包括利益 2021年３月期 1,691百万円( 7.5％) 2020年３月期 1,574百万円( 5.7％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2021年３月期 132.84 － 9.1 7.8 8.2

2020年３月期 150.72 － 11.0 7.6 7.1
(参考) 持分法投資損益 2021年３月期 183百万円 2020年３月期 178百万円
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年３月期 31,408 17,668 56.3 1,519.63

2020年３月期 30,110 16,432 54.6 1,413.30
(参考) 自己資本 2021年３月期 17,668百万円 2020年３月期 16,432百万円
　

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2021年３月期 887 △415 △73 4,675

2020年３月期 3,773 158 △2,965 4,278
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2020年３月期 － 19.00 － 19.00 38.00 455 25.2 2.8

2021年３月期 － 19.00 － 19.00 38.00 455 28.6 2.6

2022年３月期(予想) － 21.00 － 21.00 42.00 30.5

　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 13,000 13.4 600 △1.6 700 3.2 550 21.5 47.30

通 期 29,000 8.5 2,000 △8.7 2,200 △8.1 1,600 3.6 137.61

　　



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年３月期 12,910,000株 2020年３月期 12,910,000株

② 期末自己株式数 2021年３月期 1,283,138株 2020年３月期 1,283,137株

③ 期中平均株式数 2021年３月期 11,626,862株 2020年３月期 11,614,096株
　

(注) 役員向け株式交付信託が保有する当社株式が、期末自己株式数及び期中平均株式数の計算において控除する自己株式
に含まれております。

　

(参考) 個別業績の概要
１．2021年３月期の個別業績（2020年４月１日～2021年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年３月期 15,293 △14.3 1,218 △9.5 1,268 △10.5 836 △24.0

2020年３月期 17,841 △10.3 1,346 △9.1 1,416 △6.5 1,100 7.8
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2021年３月期 71.39 －

2020年３月期 93.99 －
　

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年３月期 18,767 13,737 73.2 1,172.03

2020年３月期 19,278 13,231 68.6 1,128.85

(参考) 自己資本 2021年３月期 13,737百万円 2020年３月期 13,231百万円
　

　
　

２．2022年３月期の個別業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）
　

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 8,100 － 440 － 370 － 31.56

通 期 18,000 17.7 1,500 18.3 1,000 19.5 85.31

　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、「１. 経営成績等の概況(４) 今後の
見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響が続くなか、一部の製造業におい

ては持直し傾向に転じたものの、感染再拡大への懸念による社会経済活動への影響は依然として残り続け、先行き

不透明な状況が続いております。

このような経済環境のもとで当社グループは、2020年３月期から2022年３月期までの３か年の新中期経営計画

「Value Up Rasa 2021～企業価値の創造～」を掲げ、築き上げてきた経営基盤を更に強化し、社会インフラを支え

る付加価値創出企業として持続的な成長を目指してきました。

その結果、当連結会計年度の売上高は、主に資源・金属素材関連が減収となったことを受けて267億27百万円とな

り、前連結会計年度と比べ25億23百万円(△8.6％)の減収となりました。

利益につきましては、売上の減収はあったものの、旅費交通費等の販管費が減少したことから、営業利益は21億

90百万円となり、前連結会計年度と比べ85百万円(4.0％)の増益となりました。また、経常利益は23億93百万円とな

り、前連結会計年度と比べ75百万円(3.2％)の増益となりました。親会社株主に帰属する当期純利益は、特別損失と

して特別調査費用引当金繰入額があったことから15億44百万円となり、前連結会計年度と比べ２億５百万円(△11.8

％)の減益となりました。

新中期経営計画の２年目（2021年３月期）の経営目標対比では、売上高は計画335億円を67億72百万円下回る267

億27百万円となり、利益につきましては、営業利益が計画21億円を90百万円上回る21億90百万円、経常利益が計画

23億円を93百万円上回る23億93百万円、親会社株主に帰属する当期純利益が計画16億10百万円を65百万円下回る15

億44百万円となりました。

資源・金属素材関連において金属シリコン、ジルコンサンド等の主要商品の需要が当初想定より落ち込んだこと

により、売上高については計画を下回る結果となりましたが、販売効率の改善や経費の抑制に努め、営業利益と経

常利益については経営目標を達成する事ができました。しかしながら、親会社株式に帰属する当期純利益は特別損

失の計上により経営目標を達成することができませんでした。

セグメント別の状況は、次のとおりです。

資源・金属素材関連では、自動車や鉄鋼生産の回復により一部の原料で改善が見られ、下期後半からは回復基調

で推移したものの、それまでの大幅な落ち込みをカバーするまでには至らず、関連部門の売上高は51億56百万円と

なり、前連結会計年度と比べ19億27百万円(△27.2％)の減収となりました。セグメント利益は15百万円となり前連

結会計年度と比べ１億91百万円(△92.5％)の減益となりました。

産機・建機関連では、民間設備投資が弱含みで推移する中、産機関連商品は堅調に推移しましたが、前期堅調で

あった海外向けシールド掘進機の販売が軟調に推移したことなどから、関連部門の売上高は80億98百万円となり、

前連結会計年度と比べ３億63百万円(△4.3％)の減収となりました。一方で、売上減収となったものの販売効率の改

善が見られたことから、セグメント利益は８億62百万円となり、前連結会計年度と比べ25百万円(3.1％)の増益とな

りました。

環境設備関連では、環境商品として扱う各種ポンプの販売は堅調であったものの、水砕設備商品の販売が低調に

推移したことから、関連部門の売上高は20億38百万円となり、前連結会計年度と比べ２億57百万円(△11.2％)の減

収となりました。一方で、売上減収となったものの販売効率の改善が見られたことから、セグメント利益は３億40

百万円となり、前連結会計年度と比べ37百万円(12.4％)の増益となりました。

プラント・設備工事関連では、大型工事を含め、計画工事及び追加工事が完工したことにより、関連部門の売上

高は61億75百万円となり、前連結会計年度と比べ８億81百万円(16.6％)の増収となりました。また、売上増収から、

セグメント利益は６億85百万円となり、前連結会計年度と比べ２億50百万円(57.5％)の増益となりました。

化成品関連では、コロナ禍の影響下、国内外の市況、需要の低迷により、総じて自動車、電線、建材、潤滑剤の

各分野で需要が低迷したことから、関連部門の売上高は50億60百万円となり、前連結会計年度と比べ８億77百万円

(△14.8％)の減収となりました。また、売上減収から、セグメント利益は90百万円となり、前連結会計年度と比べ

38百万円(△29.9％)の減益となりました。

不動産賃貸関連では、一部テナントで賃料増額があったものの、新型コロナウイルス感染拡大による一部テナン

トへの一時的な賃料減額の影響が上回ったことから、関連部門の売上高は３億57百万円となり、前連結会計年度と

比べ４百万円(△1.2％)の減収となりました。また、租税公課などの減少により売上原価が減少したことから、セグ

メント利益は１億95百万円となり、前連結会計年度と比べ１百万円(1.0％)の増益となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

当連結会計期間年度末の総資産は314億８百万円となり、前連結会計年度に比べ12億98百万円の増加となりまし

た。

(流動資産)

流動資産は187億13百万円となり、前連結会計年度に比べ７億24百万円の増加となりました。

これは主に、完成工事未収入金で13億12百万円、現金及び預金で３億97百万円の増加等があった一方で、商品及

び製品で3億52百万円の減少等があったことによるものです。

(固定資産)

固定資産は126億94百万円となり、前連結会計年度に比べ５億74百万円の増加となりました。

これは主に、投資有価証券で３億69百万円、保険積立金で２億34百万円の増加等があった一方で、ソフトウェア

仮勘定で１億61百万円の減少等があったことによるものです。

(流動負債)

流動負債は101億12百万円となり、前連結会計年度に比べ６億６百万円の増加となりました。

これは主に、短期借入金で７億円の増加等があったことによるものです。

(固定負債)

固定負債は36億27百万円となり、前連結会計年度に比べ５億43百万円の減少となりました。

これは主に、長期借入金で５億42百万円の減少等があったことによるものです。

(純資産)

純資産は176億68百万円となり、前連結会計年度に比べ12億36百万円の増加となりました。

これは主に、剰余金の配当で４億55百万円の減少があった一方で、その他有価証券評価差額金で１億33百万円、

親会社株主に帰属する当期純利益で15億44百万円を計上したことにより増加したものです。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末の現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の残高は46億75百万円となり、前連結会計年度

に比べ３億97百万円増加しました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因については、次のとおりです。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果獲得した資金は８億87百万円(前連結会計年度は37億73百万円の獲得)となりました。

これは主に、税金等調整前当期純利益21億70百万円、たな卸資産の減少額５億７百万円による資金の増加があっ

た一方で、仕入債務の減少額７億５百万円、法人税等の支払額６億30百万円等があったことよるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は４億15百万円(前連結会計年度は１億58百万円の獲得)となりました。

これは主に、保険積立金の積立による支出２億62百万円等によるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は73百万円(前連結会計年度は29億65百万円の支出)となりました。

これは主に、短期借入金の純増減額７億円、長期借入金による収入３億円による資金の増加があった一方で、長

期借入金の返済による支出６億５百万円、配当金の支払いによる支出４億55百万円等によるものです。

（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染症拡大に対するワクチン接種等の感染防止対策が進んで

いるものの、変異株による感染再拡大により経済活動への影響長期化が懸念される等、依然として厳しい状況にあ

ります。当社グループを取り巻く事業環境は、国内の設備投資動向や国内外の市況に大きく影響を受けるため、今

後も先行き不透明な状況が続くことが見込まれます。

このような状況のなかでも、自動車産業等の一部製造業では持ち直しの傾向が見られ、資源・金属素材関連、化

成品関連では需要の回復が見込まれます。また、国内外の景気動向は不透明ながらも、産機・建機関連では一定の

業績を維持できる見込みとなっております。一方、プラント・設備工事関連では前年度に大型工事を含め計画工事

および追加工事が完工したことによる反動で、業績の落ち込みが見込まれます。

次期（2022年3月期）の連結業績見通しにつきましては、売上高290億円、営業利益20億円、経常利益22億円、親

会社株主に帰属する当期純利益16億円を見込んでおります。
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（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社の剰余金の配当は、中間配当及び期末配当の年２回を基本的な方針としております。配当の決定機関は、中間

配当は取締役会、期末配当は株主総会であります。

当社は株主の皆様への長期的利益還元を重要な経営課題の一つと考え、安定配当を基本方針としつつ、企業体質の

強化、今後の事業展開及び内部留保の充実等を勘案した上で、配当性向を30％前後とさせていただいており、当期の

配当は中間で１株につき19円、期末で１株につき19円、年間で38円を実施済みです。

次期（2022年３月期）の配当につきましては、中間及び期末にそれぞれ１株につき21円（年間配当は１株につき42

円、前期比４円増配）を予定しております。

内部留保資金につきましては、中長期的な視点に立って、有為な人材の採用・育成を目指すとともに、新規市場の

開拓や新規商品の開発などに充当し、事業の積極的展開・体質改善を図り、競争力の強化と企業価値の増大を図る所

存であります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは会計基準について、期間比較可能性等を考慮し、日本基準を適用しております。

なお、国際財務報告基準(ＩＦＲＳ)の適用につきましては、今後の諸情勢を考慮のうえ、適切に対応して行く方針

であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当連結会計年度
(2021年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,280 4,677

受取手形及び売掛金 6,833 6,510

電子記録債権 1,704 1,567

完成工事未収入金 728 2,040

商品及び製品 2,498 2,145

未成工事支出金 1,805 1,651

原材料及び貯蔵品 7 7

その他 133 113

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 17,989 18,713

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 4,453 4,441

減価償却累計額 △2,543 △2,627

建物及び構築物（純額） 1,910 1,814

機械装置及び運搬具 443 443

減価償却累計額 △388 △391

機械装置及び運搬具（純額） 55 51

土地 6,006 6,000

その他 1,653 1,701

減価償却累計額 △1,567 △1,605

その他（純額） 85 96

有形固定資産合計 8,058 7,962

無形固定資産

ソフトウエア 23 222

ソフトウエア仮勘定 203 41

その他 0 0

無形固定資産合計 226 264

投資その他の資産

投資有価証券 2,831 3,200

退職給付に係る資産 － 1

繰延税金資産 143 176

保険積立金 686 920

その他 181 176

貸倒引当金 △7 △7

投資その他の資産合計 3,835 4,467

固定資産合計 12,120 12,694

資産合計 30,110 31,408
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当連結会計年度
(2021年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,787 3,282

電子記録債務 783 676

工事未払金 483 391

短期借入金 1,130 1,830

1年内返済予定の長期借入金 598 834

未払法人税等 441 549

未成工事受入金 1,154 1,358

賞与引当金 340 325

特別調査費用引当金 － 221

その他 786 643

流動負債合計 9,506 10,112

固定負債

長期借入金 3,534 2,992

繰延税金負債 289 309

退職給付に係る負債 60 30

役員株式給付引当金 55 75

その他 230 220

固定負債合計 4,171 3,627

負債合計 13,677 13,740

純資産の部

株主資本

資本金 2,076 2,076

資本剰余金 2,373 2,373

利益剰余金 12,938 14,027

自己株式 △1,012 △1,012

株主資本合計 16,376 17,465

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 56 190

繰延ヘッジ損益 △0 12

その他の包括利益累計額合計 55 203

純資産合計 16,432 17,668

負債純資産合計 30,110 31,408
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

売上高 29,251 26,727

売上原価 23,181 20,688

売上総利益 6,069 6,039

販売費及び一般管理費 3,964 3,848

営業利益 2,105 2,190

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 37 26

保険解約益 33 8

持分法による投資利益 178 183

その他 19 25

営業外収益合計 268 243

営業外費用

支払利息 32 28

保険解約損 17 2

その他 5 9

営業外費用合計 55 40

経常利益 2,318 2,393

特別利益

固定資産売却益 0 －

投資有価証券売却益 180 －

受取保険金 29 －

特別利益合計 210 －

特別損失

災害損失 22 －

固定資産売却損 － 1

固定資産除却損 0 0

投資有価証券売却損 9 －

会員権売却損 0 －

特別調査費用引当金繰入額 － 221

特別損失合計 32 223

税金等調整前当期純利益 2,495 2,170

法人税、住民税及び事業税 731 706

法人税等調整額 13 △80

法人税等合計 745 626

当期純利益 1,750 1,544

非支配株主に帰属する当期純利益 － －

親会社株主に帰属する当期純利益 1,750 1,544
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当期純利益 1,750 1,544

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △179 133

繰延ヘッジ損益 3 13

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 0

その他の包括利益合計 △176 147

包括利益 1,574 1,691

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,574 1,691

非支配株主に係る包括利益 － －
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,076 2,378 11,624 △1,037 15,041

当期変動額

剰余金の配当 － － △436 － △436

親会社株主に帰属す

る

当期純利益

－ － 1,750 － 1,750

自己株式の取得 － － － △52 △52

自己株式の処分 － △5 － 77 72

株主資本以外の項目

の

当期変動額（純額）

－ － － － －

当期変動額合計 － △5 1,314 25 1,334

当期末残高 2,076 2,373 12,938 △1,012 16,376

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

その他の

包括利益累計額合計

当期首残高 236 △4 232 15,273

当期変動額

剰余金の配当 － － － △436

親会社株主に帰属す

る

当期純利益

－ － － 1,750

自己株式の取得 － － － △52

自己株式の処分 － － － 72

株主資本以外の項目

の

当期変動額（純額）

△179 3 △176 △176

当期変動額合計 △179 3 △176 1,158

当期末残高 56 △0 55 16,432
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当連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,076 2,373 12,938 △1,012 16,376

当期変動額

剰余金の配当 － － △455 － △455

親会社株主に帰属す

る

当期純利益

－ － 1,544 － 1,544

自己株式の取得 － － － △0 △0

自己株式の処分 － － － － －

株主資本以外の項目

の

当期変動額（純額）

－ － － － －

当期変動額合計 － － 1,089 △0 1,089

当期末残高 2,076 2,373 14,027 △1,012 17,465

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

その他の

包括利益累計額合計

当期首残高 56 △0 55 16,432

当期変動額

剰余金の配当 － － － △455

親会社株主に帰属す

る

当期純利益

－ － － 1,544

自己株式の取得 － － － △0

自己株式の処分 － － － －

株主資本以外の項目

の

当期変動額（純額）

133 13 147 147

当期変動額合計 133 13 147 1,236

当期末残高 190 12 203 17,668
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 2,495 2,170

減価償却費 186 244

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △24 △30

賞与引当金の増減額（△は減少） △4 △14

特別調査費用引当金の増減額（△は減少） － 221

受取利息及び受取配当金 △37 △26

支払利息 32 28

持分法による投資損益（△は益） △178 △183

受取保険金 △29 －

災害損失 22 －

固定資産除売却損益（△は益） 0 1

投資有価証券売却損益（△は益） △170 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,821 △852

たな卸資産の増減額（△は増加） △240 507

未収入金の増減額（△は増加） 55 2

未収消費税等の増減額（△は増加） 165 33

仕入債務の増減額（△は減少） △638 △705

未払金の増減額（△は減少） 128 △133

未払消費税等の増減額（△は減少） 166 30

前受金の増減額（△は減少） 18 △47

未成工事受入金の増減額（△は減少） 725 203

預り金の増減額（△は減少） △14 1

その他 △5 57

小計 4,476 1,509

利息及び配当金の受取額 48 37

利息の支払額 △32 △28

保険金の受取額 29 －

災害損失の支払額 △17 －

法人税等の支払額 △731 △630

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,773 887

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △60 △100

有形固定資産の売却による収入 0 5

無形固定資産の取得による支出 △123 △93

投資有価証券の売却による収入 320 －

保険積立金の積立による支出 △209 △262

保険積立金の払戻による収入 230 36

その他 1 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー 158 △415
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,869 700

長期借入れによる収入 497 300

長期借入金の返済による支出 △1,173 △605

自己株式の取得による支出 △52 △0

自己株式の処分による収入 60 －

配当金の支払額 △436 △455

その他 6 △12

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,965 △73

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 965 397

現金及び現金同等物の期首残高 3,313 4,278

現金及び現金同等物の期末残高 4,278 4,675
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社グループは、当社及び子会社が取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事

業活動を展開しております。

従って、当社グループの製品・サービス別セグメントから構成されており、「資源・金属素材関連」「産機・建

機関連」「環境設備関連」「プラント・設備工事関連」「化成品関連」「不動産賃貸関連」の６事業を報告セグメ

ントとしております。

「資源・金属素材関連」

ジルコンサンドを中心とする鉱産物、その他物資等の輸出入及び販売を行っております。

「産機・建機関連」

広範囲の流体に対応できる流送機器等の販売・メンテナンス等やシールド掘進機及び小型削岩機などの各種建

設機械の販売・レンタル・メンテナンス等を行っております。

「環境設備関連」

ドイツより高圧ポンプ類を輸入し、下水汚泥・産業廃棄物処理施設向けに販売を行っております。また、当社

が独自技術を保有する水砕スラグ製造設備(ラサ・システム)の販売及びこれらの改修・改造を行っております。

「プラント・設備工事関連」

石油精製、石油化学、ガス関連、クリーンルーム関連、各種工事関連、都市部大型空調設備関連等の多種多様

な分野のプラント及び関連設備工事に係る設計、施工及びメンテナンス工事を主たる事業としております。

「化成品関連」

自動車、建材、電気、電子分野などの幅広い業界に多種多様な合成樹脂・化学製品を販売しております。

「不動産賃貸関連」

当社グループで保有する不動産を有効活用し、堅実かつ優良なテナントへ賃貸しております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価

格に基づいております。

なお、前連結会計年度において、「営業外収益」の「受取家賃」に含めていた借上社宅の従業員負担分について

は、費用負担の実態を明確にし、損益区分を適切に表示するために、当連結会計年度より「販売費及び一般管理

費」から控除する方法へ変更しております。

この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の各報告セグメントの「セグメント利益」は、表示方法

の変更を反映した組替後の数値を記載しております。
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

合計資源・金属
素材関連

産機・建機
関連

環境設備
関連

プラント
・設備
工事関連

化成品
関連

不動産賃貸
関連

売上高

外部顧客への売上高 7,083 8,436 2,296 5,256 5,938 239 29,251

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 24 － 38 － 121 183

計 7,083 8,461 2,296 5,294 5,938 361 29,435

セグメント利益 207 837 302 435 129 193 2,105

セグメント資産 3,616 4,313 504 4,964 2,886 6,385 22,671

その他の項目

減価償却費 0 24 0 79 4 58 167

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

－ 34 － 40 4 4 84

　

当連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

合計資源・金属
素材関連

産機・建機
関連

環境設備
関連

プラント
・設備
工事関連

化成品
関連

不動産賃貸
関連

売上高

外部顧客への売上高 5,156 8,098 2,038 6,144 5,060 229 26,727

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － 31 － 127 158

計 5,156 8,098 2,038 6,175 5,060 357 26,886

セグメント利益 15 862 340 685 90 195 2,190

セグメント資産 4,141 4,112 561 6,305 3,028 6,256 24,405

その他の項目

減価償却費 0 28 0 80 2 56 168

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

－ 1 0 41 0 17 60

４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 29,435 26,886

セグメント間取引消去 △183 △158

連結財務諸表の売上高 29,251 26,727

　
(単位：百万円)

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 2,105 2,190

セグメント間取引消去 － －

その他 0 0

連結財務諸表の営業利益 2,105 2,190

　
(単位：百万円)

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 22,671 24,405

全社資産(注) 7,439 7,003

連結財務諸表の資産合計 30,110 31,408

(注) 全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない現金及び預金、投資有価証券等であります。

　



ラサ商事株式会社(3023) 2021年３月期 決算短信

15

(単位：百万円)

その他の項目
報告セグメント計 調整額(注) 連結財務諸表計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 167 168 18 76 186 244

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

84 60 123 310 207 371

(注) 調整額は、報告セグメントに含まれない土地や建物、システム等であります。

【関連情報】

前連結会計年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：百万円)

日本 アジア 北米 その他 合計

25,741 2,936 82 491 29,251

　 (注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を省

略しております。

３．主な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありません。

　

当連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：百万円)

日本 アジア 北米 その他 合計

24,020 2,081 71 550 26,723

　 (注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を省

略しております。

３．主な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありません。

　

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

　

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

１株当たり純資産額 1,413円30銭 1,519円63銭

１株当たり当期純利益金額 150円72銭 132円84銭

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．役員向け株式交付信託が保有する当社株式を、１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除

する自己株式に含めております(前連結会計年度 262千株、当連結会計年度 262千株)。また、１株当たり当

期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております(前連結会計年

度 250千株、当連結会計年度 262千株)。

３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

当連結会計年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 1,750 1,544

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

1,750 1,544

普通株式の期中平均株式数(千株) 11,614 11,626

４．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当連結会計年度
(2021年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 16,432 17,668

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) － －

(うち非支配株主持分) － －

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 16,432 17,668

１株当たり純資産額の算定に用いられた
期末の普通株式の数(千株)

11,626 11,626

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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４．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2020年３月31日)

当事業年度
(2021年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,967 3,194

受取手形 864 696

電子記録債権 894 774

売掛金 4,167 4,014

商品 2,446 2,081

原材料及び貯蔵品 6 6

前渡金 40 4

前払費用 26 28

短期貸付金 583 311

未収入金 21 19

その他 4 23

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 12,023 11,155

固定資産

有形固定資産

建物 113 106

構築物 11 9

機械及び装置 10 9

車両運搬具 0 0

工具、器具及び備品 24 53

土地 464 464

リース資産 39 26

貸与資産 1 0

有形固定資産合計 665 670

無形固定資産

ソフトウエア 18 219

ソフトウエア仮勘定 203 －

その他 0 0

無形固定資産合計 222 219

投資その他の資産

投資有価証券 629 786

関係会社株式 4,739 4,739

長期貸付金 0 －

長期前払費用 7 6

前払年金費用 － 1

繰延税金資産 136 120

保険積立金 627 839

会員権 12 12

差入保証金 60 60

敷金及び保証金 161 162

貸倒引当金 △7 △7

投資その他の資産合計 6,366 6,721

固定資産合計 7,254 7,612

資産合計 19,278 18,767
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(単位：百万円)

前事業年度
(2020年３月31日)

当事業年度
(2021年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 434 419

電子記録債務 783 676

買掛金 1,623 1,208

短期借入金 1,030 1,130

1年内返済予定の長期借入金 354 222

リース債務 14 14

未払金 281 156

未払法人税等 328 333

未払消費税等 220 120

前受金 116 68

預り金 26 26

賞与引当金 238 227

特別調査費用引当金 － 71

その他 26 32

流動負債合計 5,478 4,707

固定負債

長期借入金 431 209

リース債務 29 15

退職給付引当金 27 －

役員株式給付引当金 55 75

その他 24 22

固定負債合計 568 322

負債合計 6,046 5,029

純資産の部

株主資本

資本金 2,076 2,076

資本剰余金

資本準備金 1,835 1,835

その他資本剰余金 536 536

資本剰余金合計 2,371 2,371

利益剰余金

利益準備金 114 114

その他利益剰余金

別途積立金 8,000 8,500

繰越利益剰余金 1,609 1,490

利益剰余金合計 9,724 10,105

自己株式 △996 △996

株主資本合計 13,175 13,556

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 56 164

繰延ヘッジ損益 △0 16

評価・換算差額等合計 56 180

純資産合計 13,231 13,737

負債純資産合計 19,278 18,767
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（２）損益計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当事業年度
(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

売上高 17,841 15,293

売上原価 13,118 10,820

売上総利益 4,722 4,473

販売費及び一般管理費 3,376 3,254

営業利益 1,346 1,218

営業外収益

受取利息及び配当金 47 36

保険解約益 33 8

その他 17 15

営業外収益合計 98 60

営業外費用

支払利息 7 6

保険解約損 17 2

その他 3 1

営業外費用合計 28 11

経常利益 1,416 1,268

特別利益

固定資産売却益 0 －

投資有価証券売却益 180 －

受取保険金 6 －

特別利益合計 187 －

特別損失

災害損失 2 －

固定資産除却損 0 0

投資有価証券売却損 9 －

会員権売却損 0 －

特別調査費用引当金繰入額 － 71

特別損失合計 12 71

税引前当期純利益 1,591 1,196

法人税、住民税及び事業税 484 398

法人税等調整額 5 △38

法人税等合計 490 359

当期純利益 1,100 836

　


